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“自己の世界”の育成

—個別化教育のもう一つのねらい―

・副会長加藤幸次

生徒たちの非行や、いじめが問題になってきています。

実に簡単に自殺する生徒たちが、増えているようにも思

います。なにか、生徒たちは“自己’；・というものをしっ

かりとらえていないのではないかと思われます。また、

自分以外の人間にも、その人なりの“自己”というもの

があるということを、理解していないのではないかと思
われます。言い換えると、生徒たちは、自分についても

他人についても、そこに“自己の世界”が存在するのだ

という認識をもつていないように思われます。そのこと

が非行やいじめ、あるいは、自殺の根本的な原因ではな

いかと思われてしかたがないのです。

考えてみると、これまでの学校教育は、明治以来‘‘共

通の世界’'の確立にあまりにも重点を匠きすぎてきたの

ではないかと反省させられます。国民に一定の学力を身

につけさせることをめざして、国家的な茄準がつくられ

ていました。学習指導要領や教科因が基準と言ってもよ

いでしょう。教師の役割は、できるだけすぺての生徒た

ちを、この基準まで引き上げることであったと言っても

言い過ぎではないでしょうか。引き上げることができな

いのは、教師の力位不足と考えられてきました。したが

って、教師は基準に引き上げようと、教材研究を丹念に

行ない、発問や指示を工夫し、授業にのぞんできました。

これまでの学校教育は、まさに、このことがねらわれて

きたのではないでしょうか。

今日でも、「学力保即」ということが叫ばれています。

「基礎・基本の重視」ということも、ややもすると、

“共通の世界”のみにかかわって、考えられてきているよ

うに思われます。もちろん、公教育としての学校教育で

あってみれば、学力の保即や基礎・基本の重視というこ
とは、当然、考えられるぺきだとだと思います。

しかし、このような“共通の世界”の確立にかかわる

ことだけが、学校教育のねらいであると主張されると、

反対せざるをえないのです。“共通の世界”とともに、

“自己の世界”の育成にも注意をはらわれるべきでしょ

う。多分、公教育のあるぺき姿は、両者のパラソスでは

ないかと考えます。

“共通の世界’'は“規格化の世界”であり、 “標準化

の世界”です。国民としての統一をはかり、国力を維持

発展させるために不可欠たることではないかと思います。

他方、 “自己の世界＂は‘‘自箕の世界”であり、 ‘'特殊

化の世界”です。一人の生きていく人間として不可欠な

自己成長の世界です。私たちは、前者に「指羽の個別化」

という概念を、後者に「学習の個性化」という概念を与

え、両者のバラソスを学校の教育課程の中で確立したい

と面ってきたつもりです。

私たちは、明治時代以来の学校教育が、あまりにも前

者に偏り過ぎてきたのではないかと反省しているつもり

です。非行やいじめ、あるいは自殺の問題を解決するた

めには、やはり、 “自己の世界”の育成にも重点を骰＜

ペきだと考えます。いかがでしょうか。

¥ 60年度の会登納入をお忘れの方へお願い l 
本会の運営は、．会員の納入による会牧で行なわれてお

ります。すでに、ご納入済みの皆様には心より惑謝申し
あげます。まだ、納入をされていない方は、どうぞお手

元の郵便振替用紙（印刷された）によりお払込みくださ
い。 12月までにお願いいたします。用紙のない方は、

口座番号i東京 8-180030 1 会喪 2,000 円
加入者名 全国個別化教育連盟宛、お願いします。

研究発表会のご案内

第 1 回 学習指導法研究発表会

期日昭和60年11月 26日（火）
会楊初倉南小学校（静岡） 需話05473-8-3711

第 4 回 オープンスクール実錢研究会

期日昭和60年11月 29日（金）

会楊卯ノ里小学校（愛知） 雹話 0562-34-7977

第14回 教育改造研究会

期日昭和60年12月 7 日（土）
会坦成城学隅初等学校 龍話 03-482-2106
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第 1 回夏季研修会盛会裡に終了

期日 昭和60年 8 月 5 日（月） • 6 月（火）

会場 東京都板橋区立教育相談所

研修会参加者は全国各地から ・

·研修会の参加者は、東京の27名を策頭に、北は行森か

ら、宮城、栃木、群馬、茨城、千葉、神奈川、恰岡、愛

知、三璽、大阪、香川、福岡、大分と、そして南の沖縄

まで80名にも達した。まさに、個別化教育の輪は大きく

広がりつつあるという証左である。

研修会日程

第 1 日 (8 月 5 日）

1. 開会のことば

2. 会長あいさつ

3. 講 義

松埼事務局長

染田屋会長

「学習材の一般的性格と構成」①加藤副会長

4. 研究発表

・ 「学習材の事例」 生
生

先
先

田
藤

成
安

5. 学習材づくりの実際 ① に、狐狐の声をあげました。事務局長といたしましては
グループに分かれて学習材を作成 至らないことが多いかと存じますが、混いお見守りをい

第 2 日 (8 月 6 日） ただき、感謝しております。

1. 研究発表「個別化教育のあり方と実践」 全国個別化教育研究連盟の望んでいるものが、今日的
(1) ~人差に応じた学習指導 中村研修部長 であり、我国の将来のために必要なことであると考え、

(2) 「オープソスベース」を活用して成 田 先生 使命観にもえまして、いささか努力をしてきました。そ

(3) 「空教室」を活用して 松田先生 の一つが本日の研修会でございます。

(4) 「普通教室」を活用して 暦木先生 遠い所からお越しいただいておりますが、準備不行屈

2. 学習材づくりの実際 ② はお許しいただき、気持ちよく研修できることを念じ関

グループに分かれて学習材を作成 係各位の協力に感謝しながら開会のことばとします。

3. 講 毅・ 染田屋会長あいさつ

「学習材の一般的性格と構成」②加藤副会長 東京は、 19日問真夏日が続き連日忍·さが続いています。

4. 閉会のことば 中村研修部長 全国各地から参梨して 2 日間研修していただくことに

対して、連盟としてもありがたくお礼申しあげます。

；文 学習材づくりのコソサルクソトは、加藤届l]会長、成 ．事務局長よりお話がありましたように、全国個別化教

田先生、安藤先生、松田先生が担当。 育連盟は、昨年 6 月発足以来、学習の個性化を提唱して

全国各地に広めていくことで、加藤先生にご援助をいた

だきました。

この 1 年間、連盟としていろいろな行事をしてきまし

た。関東地区においても 3 回研究会をもちました。今回

全国的な研修会を開いたところ、定員60名をはるかに突

破しました。このことは、この問題に関心が強いことを

物語っています。

会報第 4 号に、私の個別化、個性化についての考えを

述ぺています。特に、本年6 月26日の臨教審の答申にも

個性の尊重・個性の瓜視が強く叫ばれております。私ど

もと同じような考えを述ぺています。

松崎平務局長あいさつ

今回の夏季研修会についての概要が、 60年 2 月 22日付

の日本教脊新聞に研究会の一党表の中の 3 番目に紹介さ

れています。

私どもの全国個別化教育研究連盟は、昨年の6 月 30 日
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個性の重視が、教育改革のバックボーソのようなもの

になっています。個性．の尊重、自己費任が述べられてい

ます。個性とーロに言っても、個人の個性だけでなく、

家庭、企業、文化、時代などの個性があります。

特に、一人ひとりの児童の個性を尊重して授業を展開

しなければならないが、ややもすると、授業、指導が画

・一化され、個性・個人差を無視して一人ひとりの学習が

成立しないで、はみ出してしまう、おちこぽれになると

いうことがでていることは、児童にとって不幸なことです。

加藤先生は、この点に藩目され、一人ひとりが学習に

生きがいと喜びを感じる、そうした指導が必要であると

指摘して指導してこられました。

理論はわかるが、実際にやっていくにはいろいろな問

題がある、いいことはわかっても、気がつかないことが

ある、学習材を今回の研修会で研究してお帰りいただけ

ればありがたい次第です。お互いに悩みをぶっつけ合っ

て研究し、暑いときで大変ですが有意義な研修会にして

いただきたいと思います。

講義•発表・学習材づくリ • 

加藤副会長から「学習材」の種類や構成について、具

体的な「はげみ学習用の学習材•完全修得用の学習材な

どを理論づけた講義があった。

成田・安藤先生からは、緒川小学校で実践している学
習材を例に、作成・活用の方法についての発表があった。

この講義と研究発表を受けて、参加者はグルーブに分

かれて、「学習材」づくりをした。

中村研修部長より、それぞれの子どもの学習傾向をつ

かみ、援助を与える方法についての発表があった。成田

先生（愛知）は、オーブ・ノスクールでの子どもたちの自

学する実践を発表した。松田先生（千葉）は、児童数が

減少し空教室が多くなり、その教室を活用した「たけの

こ学習」などの実践を発表した。唐木先生（東京）は、

普通教室での社会科の実践を発表した。それぞれ労法は

異なっても密度の濃い内容であった。

参加会員の声

「この研修会へ参加して、今まで、もやもやしていた気

持ちがふっきれた」「一人で模索し、悩んでいたことの

解決の糸口がつかめた」「先生方の話と学習材づくりで

内容の充実した研修会であった」「学習材をこれから一

つでも多く作成し、実践しながら確かめていきたい」

研修会のあとには、和やかな懇親会

第 1 日目の研修会終了後、板橋区立金沢小学校（校長

松崎事務局長）の教職員の手づくりの料理で、会費制の

懇親会が行なわれた。

参加者は胸襟を開いて、学校での日々の実践を語り合

った。教師の悩みや苦しみ、子どもの変容した搭びなど

時を忘れて語った。同じ仲間が、全国各地で活躍してい

ることに意を強くした一夜であった。

（文責・網集部長新井久）

東京では、菊の花が開き始めた去る10月 26 日（土）、の午

後、板橋区立金沢小学校で、第 4 回関東地区研究会が開

催された。染田屋会長、加藤副会長の出席のもと、予め

お願いしてあったお二人の会員からの研究発表を中心に

熱のこもった協議が行われた。

成城学涸初等学校の武田恭浩先生から、同学固初等学

校の自学学習法による個別化教育の実践報告があった。

成城学固創設者である沢柳政太郎先生は、すでに大正 6
年「個性尊重の教育」を唱えられ、以来60余年にわたり

国語科を中心に自学学習法が続いているとのこと一
自学学習法も、ダルトソ式学習法、成城ブラソ（ダル

トソブラソ＋ウイネトカブラソ）、学級自学と方法の変

化があった。

同学固の国語カリキュラムは、学習指導要領の毛策・

ローマ字は除いてある。他の学校が総合的な取り扱いを

するのに対して、・「文学」「読団」「劇」を別教科とす
る分化的な取り扱いをしている。

引き続き、小林昭彦先生から自学学習についての実践
報告があった。同学固では教科の柱を「自然と社会の教

育」「技術・技能の教育」「情操の教育」等 6 つの柱に

分け、国語の読み、困きは「技術・技能の教育」にし、

文学や劇は「情操の教育」としている。

学習の方法が独特の個別指導で、自学自習法により、

能力に応じて進度差を認め、学級集団の中での個人別学

習である。国語は、この個人学習を主体として学習を進

めている。

この自学学習を進めるためには、研究書という名の手

引き祖を作り、この中に要索別の言語学習、読解学習、

技術の指導をおり込んでいる。

低学年は、多読主義中心で、 5 社の教科書を読ませ、

週 2 回の面接指導を実施している。中・高学年では「こ

とばの研究困」という手引き臼の使用が中心となり、ステ

ッブ学習となっている。理解度は、低学年同様に面接に

よって把握する。

しかし、こうした実践にも読解技能を段階的に身につ

けられるような補助教材の開発が必要とされるなどの課

題があるとのこと。

発表後、終了時刻を忘れて質疑・応答が行われた。加

藤副会長より「自学の態度こそ、幼少の頃から身につけ

る必要があり、労力や経痰がかかっても自学の手引き書

を作ること」の重要性について指導があった。

（取材・研究部渡辺茂）
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淡'”.:<.,'が汲魯滋·心:.\·母燃•::.::：粟疇紐•:·,:;::~

這嘉疇謡ぐ'.1 四務局長松崎二葉
露3:•；巡·盆麟麟諏滋曇麟疇
秋が深くなって参りました。

この会報がお手許に届きますころのご当地は、もう初

冬であるかもしれませんね。全国の会員の皆様の、ひた

すらなるご健闘ぶりを想像しながら、本稿をまとめてい・
ます。きょう文化の日の東京は、すばらしい秋哨れです。

◇祝東海個別化教育研究会の誕生

加藤幸次副会長先生をはじめ、関係の諸先生方のお骨

折りによりまして、「東海個別化教育研究会」が、誕生

いたしました。

同封別紙のように、すでにはなばなしい活動が開始さ

れています。（同封別紙「東海個別化教育研究会報」所

跛の研修会のお知らせとしては、時期はずれであること

は承知のうえで同封いたしました。活動ぶりをご紹介し
たいと存じたからです。）
まことにおめでとうございます。心からお祝い申しあ

げます。同時に賽務局といたしましては、心からお礼を

申しあげます。

と申しますのは、東海地区のこの壮挙は、じつは本会

の理事会の申し合わせの線に沿ったことであります。

本年 2 月 1 日、緒川小学校（愛知県東浦町）において

私どもの理事会は、つぎのように決議しています。

(1) 地域の研究組織の結成とその促進について

ア 全個教連の地方支部という考え方ではなく、全個

教連の加盟団体という位既づけの研究組織とする。

イ 地域の範囲は、運営しやすい範囲とする。一定の

行政区画にこだわらないでよい。（町、市、郡、県、

地方のいずれでもよいし、このような行政単位を用

いないでもよい）

ウ 各理事が、それぞれの地域て、中心となって促進

する。 •60年10月末をもって、第 1 次目標日と定めるc
その日までに、極力ご努力のうえご結成いただきた

ぃ。

工 趣旨を同じくする既にある団体に対しては、加盟

方をおすすめする。

(2) 地域の研究組織OO と全国個別化教育研究連盟®との

関係について

ア Aは、自主的に定例研究会や研究発表会等を行う。

Bは、会報の発行•夏季研修会の開設等を行う。 A

は Bに対して、情報を送り Bはそれらを全国的に紹

介する。

イ 会員は、 B に対して年会喪2000円を納入すると共

に、 Aに対しても、 Aの決める会費若千円を納入す
る。(AO:会員はBO:鑓が怪減され1000.円となる）

ウ Aの役員代表者は、 Bの理事会であることが望ま

しい。

ェ Aは、 B の設立趣旨・会則をふまえたうえで、会

則等をお決めいただきたい。

その第 1 号の誕生疇発足というわけです。ありがとう

ございました。

• 総会予告

本連盟の総会を、昭和61年 2 月 1 日（土）午後 0 時30分

~1 時30分の適切な時問に緒JII小学校で開催いたします。

会長あいさつ、事業報告、その他という次第ですが、

昼食時ですので、短時間で終了させたいと存じます。

ついては、事務局会等において、会務のまとめをきち

んとして臨むべく努力中です。

• 単位研究会の発足を！I

私どもの連盟は＜単位研究会（あえて支部とは言いま

せん）が発足し、活動する＞といぅのが、理想的な姿だ

と存じます。

60年 2 月の理事会の線でのご努力をお願いします。東

海個別化教育研究会発足の模様は、同封別紙（水色）の

とおりですので参考にしてください。

• 当面の事務予定

1. 研究紀要の編集•発行

このことについては、目下準備中です。ご協力くだ

さい。

2. 名簿の印刷について

このことについても、 12月末しめ切りの会賀ご納入

を待って、作成予定です。

◇緒川小学校て — 

第 6 回 オープンスクール公開実臨研究会

が開かれます

61. 1. 31 （金）

61. 2. 1 （土）

百聞は一見に如かず、と申します。本号第 1 面

} の研究会ともどもふるってご参会ください。

連盟へのご用は……

お問合わせやご助言は

〒 173 東京都板橋区加賀 2丁目 2 番 1 号

板橋区立金沢小学校

電話 (03)964 - ~068 （校長室）

全国個別化教育研究連盟写務局長松埼二葉
加入手つづきは

〒 174東京都板橋区小豆沢 4-13-1

板橋区立志村第四小学校 . 

電話 (03)966 -3542 

全国個別臼頭研究連盟亭務局次長 清水 昭
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